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Taketa Public Relations
広報たけた

今月の誌面ガイド   Lineup

  2  竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙
  4  伝統の灯　竹田に再び
  5  竹田の「星」再発見⑤
10  笑顔で歳を重ねるために！
      　元気なうちから介護予防
19  国民健康保険の届出をお忘れなく
22  市長コラム「有由有縁」
23  入田に400本の桜／
      　「宇宙ひょうたん桜」直入権現山公園に

　　　　　　　　　  （ 前 月 比 ）　
人　口　20,801　人（－   54人 ）
男　性　  9,763　人（－   19人 ）
女　性　11,038　人（－   35人 ）
世帯数　10,058世帯（－   ４世帯  ）
※令和３年２月１日現在の住民基本台帳による

人口のうごき

■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

「宇宙ひょうたん桜」 植樹式

継
承
す
る
も
の



2広報たけた  令和３年３月号

投
票
時
間
・
場
所

■
投
票
時
間

　

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

■
投
票
場
所

　

竹　

田　

城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ

（※）

　

岡　

本　

岡
本
分
館

　

明　

治　

明
治
分
館

　

豊　

岡　

豊
岡
小
学
校
体
育
館

　

城　

原　

城
原
地
区
館

　

宮　

城　

宮
城
分
館

　

玉　

来　

玉
来
分
館

　

松　

本　

松
本
分
館

　

菅　

生　

菅
生
分
館

　

入　

田　

入
田
分
館

　

嫗　

岳　

嫗
岳
分
館

　

宮　

砥　

宮
砥
分
館

　

片
ケ
瀬　

片
ケ
瀬
集
会
所

　

荻　
　
　

荻
公
民
館

　

柏　

原　

柏
原
公
民
館

　

久　

住　

久
住
公
民
館

　

白　

丹　

白
丹
公
民
館

　

都　

野　

都
野
公
民
館

　

直　

入　

直
入
支
所
大
会
議
室

　

下
竹
田　

旧
下
竹
田
小
学
校

（※）
竹
田
地
区
の
方
は
、
投
票
所
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
資
格

⑴
満
18
歳
以
上
の
人（
平
成
15
年
４
月
19
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
）

⑵
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

　
（
竹
田
市
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
ん
で

い
る
人
）

⑶
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

⑷
転
入
や
転
出
の
あ
っ
た
場
合
に
は
次
の
表

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「一票が築く明日の竹田市」

竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙
　竹田市の将来を託す人を決める重要な選挙です。私たちの考えを市政に反映さ
せるため、選挙権を有する方は棄権することなく、大切な一票を投じましょう。

投票日時　4月18日㈰
午前7時～午後6時

告 示 日　４月11日㈰
開 票 日　４月18日㈰　午後８時～

（竹田市総合社会福祉センター）

年号はいずれも令和３年
種類 届出日等 投票の可否

市外か
ら転入

届出日が１月10日まで 〇　投票できます

届出日が１月11日以降 ×　投票できません

市外へ
の転出

転出日（予定日）が４月11日まで ×　投票できません

転出日（予定日）が
４月12日から４月17日まで

△　転出日（予定日）まで
期日前投票をするこ
とができます。

転出日（予定日）が４月18日以降 〇　投票できます
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期
日
前
投
票

期
間　

４
月
12
日
㈪
〜
17
日
㈯　

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所　

市
役
所
３
階
会
議
室

　
　
　

荻
総
合
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

久
住
支
所
１
階
ホ
ー
ル

　
　
　

直
入
支
所
大
会
議
室

※
投
票
日
の
当
日
に
都
合
に
よ
り
投
票
で
き

な
い
方
が
事
前
に
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

※
期
日
前
投
票
は
、
期
間
内
で
あ
れ
ば
上
記

の
い
ず
れ
の
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

病
院
や
施
設
等
で
の
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
病
院
・
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
等
の
事

務
の
方
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

遠
隔
地
等
で
の
不
在
者
投
票

　

例
え
ば
、
長
期
出
張
中
で
投
票
が
で
き
な

い
場
合
等
に
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
長
に
対

し
て
郵
便
等
に
よ
り
投
票
用
紙
の
交
付
を
請

求
し
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。
詳
し
い

内
容
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

重
度
の
身
体
障
が
い
等（
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
両
下
肢

に
一
定
以
上
の
障
が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方

や
、
介
護
保
険
の
要
介
護
５
の
方
等
）で
、「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
に

限
っ
て
、
自
宅
で
記
載
し
、
郵
便
で
投
票
で

き
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券

■
入
場
整
理
券
は
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
地

域
に
よ
っ
て
は
配
達
が
遅
れ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
配
達
が
遅
れ
て
入
場
整
理
券
が
手
元
に
無

い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
等
で
も
、
受
付

で
本
人
確
認
を
行
え
ば
投
票
で
き
ま
す
。

■
投
票
日
の
当
日（
４
月
18
日
）は
、
入
場
整

理
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
な
け
れ
ば

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
方

が
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
19
日
㈮

時
間　

竹
田
市
長
選
挙
は
午
前
10
時
〜
、
竹

田
市
議
会
議
員
選
挙
は
午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

出
席
人
数　

１
候
補
者
に
つ
い
て
２
名
以
内

※
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

投
票
の
際
の
ご
注
意

　

投
票
の
際
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
投
票
の
際
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
投
票
所
に
は
、
手
指
消
毒
用
の
消
毒
液
を

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
筆
記
用
具（
黒
色
え
ん
ぴ
つ
な
ど
）を
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
備
え
付
け
の
筆

記
用
具
も
あ
り
ま
す
。

※
投
票
な
ど
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
は
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
63
―

４
８
１
４

竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
　

市
内
か
ら
２
名
が
入
賞

　

令
和
２
年
度
「
第
72
回
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
市
内
の
小
・
中
・

高
等
学
校
６
校
か
ら
52
点
の
応
募
が
あ
り
、
大
分
県
審
査
の
結
果
、
次
の
方
が
入
賞
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
高
校
の
部
】

　
　

最
優
秀
賞

【
高
校
の
部
】

　
　

優
秀
賞

元
もと

杭
くい

　春
はる

菜
な

 さん
（竹田南高等学校１年）

山田　健
けん

太
た

 さん
（竹田南高等学校１年）
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伝統の灯　竹田に再び

　

１
月
25
日
、
市
内
三
日
月
岩
前
の

水
上
特
設
舞
台
で
、
６
年
半
ぶ
り
の

「
薪
能
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

「
野の

守も
り

」が
演
じ
ら
れ
、
揺
ら
め
く

篝か
が
り
び火
と
水
面
、
宵
に
浮
か
び
上
が
る

三
日
月
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
雰
囲

気
の
中
、
力
強
く
も
神
秘
的
な
舞
で

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
岡
藩
主
菩
提
寺
の
碧
雲

寺
で「
蝋ろ
う

燭そ
く

能
」が
行
わ
れ
、「
葵
あ
お
い
の
う
え上
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
源
氏
物
語
の

一
場
面
を
題
材
と
し
た
能
で
、
蝋
燭

の
光
の
中
に
観
る
、
前
半
の
雅
な
舞

と
鬼
女
と
な
っ
た
後
半
の
激
し
さ
の

変
化
が
見
ど
こ
ろ
で
し
た
。

　

薪
能
と
蝋
燭
能
で
は
動
画
が
撮
影

さ
れ
、
２
月
２
日
ま
で
の
能
ウ
ィ
ー

ク
の
間
、
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
や
創

生
館
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に

塩
津
清
人
記
念
能
舞
台
で
は
祝
言
小

謡
も
披
露
。

　

城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
で
は
実
際
に

使
っ
た
装
束
や
能
面
が
展
示
さ
れ
、

両
舞
台
を
見
た
方
た
ち
が
、シ
テ（
主

役
）を
勤
め
た
塩し
お

津つ

圭け
い

介す
け

さ
ん
の
解

説
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

撮
影
さ
れ
た
動
画
は
今
後
、
市
の

Ｐ
Ｒ
と
し
て
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

１
９
８
４
年
東
京
都
生
ま
れ
。
父

の
塩
津
哲あ
き

生お

氏
は
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
で
、
竹
田
市
の
名
誉
市
民
で

も
あ
り
ま
す
。
父
に
連
れ
ら
れ
幼

い
こ
ろ
か
ら
竹
田
を
訪
れ
て
い
た
圭

介
さ
ん
。
中
で
も
、
平
成
７
年
に
岡

城
跡
で
行
っ
た
桜
の
能
で
、
父
と
舞

台
に
立
ち
、
桜
の
中
で
舞
っ
た
こ
と
、

生
涯
を
能
の
普
及
に
捧
げ
た
祖
父
を

記
念
し
て
城
下
町
に
建
て
ら
れ
た
、

塩
津
清
人
記
念
能
舞
台
の
落
成
式
で

初
シ
テ
を
勤
め
た
こ
と
が
印
象
的
だ

と
い
い
ま
す
。

　

伝
統
芸
能
を
守
る
家
庭
に
生
ま
れ

た
圭
介
さ
ん
で
す
が
、
少
年
時
代
、

公
演
の
た
め
運
動
会
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
と
き
、
部
活
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

と
し
て
大
会
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
と

き
、
立
場
故ゆ

え

の
重
圧
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
い
く

つ
も
の
挫
折
を
経
験
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

そ
れ
で
も
舞
い
続
け
る
の
は「
自

分
が
や
め
て
し
ま
え
ば
、
父
や
祖
父

の
頑
張
り
ま
で
無
駄
に
な
っ
て
し
ま

う
」と
い
う
使
命
感
。「
能
楽
師
と
い

う
家
業
は
駅
伝
の
よ
う
な
も
の
。
受

け
継
い
だ
タ
ス
キ
を
次
代
に
渡
し

た
い
」と
話
し
て
く
れ
た
言
葉
に
は
、

伝
統
を
背
負
っ
て
い
く
と
い
う
自
負

と
熱
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
非
常
勤
講
師
を
し
て
い

る
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
を
は

じ
め
と
し
て
、
全
国
の
大
学
で
若
者

た
ち
に
能
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
海
外
公
演
も
行
っ
て
お
り
、

「
能
を
気
軽
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
、
興
味
が
あ
る
人
に
見

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」。

祖
父
や
父
か
ら
受
け
継
い
だ
タ
ス
キ

を
次
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、
力
強
く
走

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

祖
父
、
父
と
三
代
続
け
て
竹
田
で

能
を
舞
う
こ
と
に
。
思
い
入
れ
の
あ

る
町
で
の
久
し
ぶ
り
の
舞
は「
昔
か

ら
謡
曲
が
盛
ん
で
、
風
流
な
お
殿
様

が
い
た
町
。
都
会
で
は
で
き
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
、
日
本

人
と
し
て
、
竹
田
市
民
と
し
て
誇
り

に
思
え
る
よ
う
な
町
に
す
る
一
つ

の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
薪
能
は
10
月
30
日
㈯
の
予

定
で
す
。

喜
多
流
能
楽
師　

佳
門
会
主
催

　
塩
津　
圭
介
さ
ん

６
年
半
を
経
て

伝
統
の
灯
　
竹
田
に
再
び

荒
城
の
月　

竹
田
能
ウ
ィ
ー
ク

↑薪能「野守」
　「城下町から近く自然の残るところ、緑豊かな背景からこ

の演目を選びました」とシテを務めた塩津圭介さん

↑碧雲寺での蝋燭能「葵上」
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ト
マ
ト
農
家
に
生
ま
れ
た
秀
彰
さ

ん
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
両
親
の

手
伝
い
の
た
め
ハ
ウ
ス
に
入
っ
て

い
た
と
い
い
、「
大
き
く
な
っ
た
ら
、

自
分
が
ト
マ
ト
農
家
を
継
ぐ
も
の
だ

と
自
然
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」そ

う
。
お
父
さ
ん
の
眞し
ん

治じ

さ
ん
は
、
第

21
回
大
分
県
野
菜
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

で
一
般
部
門
の
最
優
秀
賞（
文
部
科

学
大
臣
賞
）を
受
賞
、
平
成
28
年
度

竹
田
市
功
労
者
、
令
和
元
年
度
大
分

県
功
労
者
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、

長
年
、
ト
マ
ト
栽
培
者
と
し
て
農
地

経
営
や
後
進
育
成
な
ど
に
尽
力
。

　

総
面
積
４
千
６
百
平
方
メ
ー
ト
ル

の
ハ
ウ
ス
を
、
両
親
と
３
人
で
管
理

す
る
。
忙
し
い
時
は
、
炎
天
下
で
朝

６
時
か
ら
日
没
ま
で
の
仕
事
に
な
る

こ
と
も
あ
り
、
人
手
不
足
に
悩
ま
さ

れ
る
。
高
齢
に
な
っ
て
農
家
を
や
め

て
し
ま
う
人
も
い
る
た
め「
地
域
共

通
の
課
題
で
す
ね
」と
話
す
。
消
費

者
と
の
直
接
の
や
り
取
り
が
な
い
た

め
、「
ど
う
い
う
味
が
求
め
ら
れ
て

い
る
か
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
」作
っ

て
い
る
そ
う
だ
。
ト
マ
ト
部
会
で
集

ま
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
試
し

た
方
法
を
共
有
す
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。「
自
分
一
人
で
は
ど
う
し

て
も
試
行
回
数
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
。

み
ん
な
の
話
を
聞
く
こ
と
で
光
明
が

見
え
る
こ
と
も
あ
る
」

　

長
年
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

荻
町
。
大
蘇
ダ
ム
か
ら
の
給
水
が
開

始
さ
れ
る
ま
で
は
大
谷
ダ
ム
か
ら
の

水
に
頼
り
き
り
で
、
雨
に
な
る
と
水

路
か
ら
泥
水
が
流
れ
込
ん
で
く
る
こ

と
も
あ
っ
た
。「
き
れ
い
な
水
が
き

ち
ん
と
来
る
あ
り
が
た
さ
が
身
に
染

み
た
」

　

現
在
は
、
荻
地
域
の
20
〜
30
代
の

若
手
農
業
後
継
者
で
つ
く
る「
荻
町

新
鮮
組 

あ
さ
つ
ゆ
の
会
」の
会
長
も

務
め
る
。
毎
年
の「
ト
マ
ト
天
国
in

荻
」へ
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
定
期

的
に
集
ま
っ
て
意
見
交
換
や
悩
み
、

課
題
な
ど
を
共
有
す
る
ほ
か
、
市
外

の
農
家
な
ど
へ
の
研
修
旅
行
に
も
行

く
そ
う
だ
。
九
州
内
は
ほ
ぼ
研
修
に

行
っ
た
そ
う
で「
こ
れ
か
ら
は
海
外

な
ど
も
見
て
回
れ
た
ら
い
い
刺
激
に

な
る
」と
知
識
の
吸
収
に
積
極
的
な

姿
勢
を
見
せ
る
。
最
近
、
20
代
前
半

の
後
継
者
が
入
会
し
た
と
い
い「
着

実
に
若
い
世
代
が
育
っ
て
い
る
」と

感
じ
る
。

　

今
後
の
荻
町
に
つ
い
て
は
、
中
九

州
横
断
道
路
の
完
成
な
ど
も
予
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら「
一
層
の
賑
わ
い
を

期
待
し
た
い
」と
い
う
。「
移
住
し
て
、

ト
マ
ト
を
作
る
人
が
多
く
な
っ
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
」と
マ
ス
ク
越
し
に

笑
顔
を
覗
か
せ
た
。

竹
田
の「
星
」
再
発
見
⑤

　

明
治
時
代
に
移
住
し
て
き
た
祖
父
か
ら
三
代
続
け
て
、
荻

町
で
ト
マ
ト
農
家
を
営
む
原
秀
彰
さ
ん（
37
歳
）。
美
味
し
い

ト
マ
ト
を
食
卓
に
届
け
る
た
め
に
、
親
子
力
を
合
わ
せ
て
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
農
家  

原
　
秀
彰
さ
ん

は
ら
　
ひ
で
あ
き

↑「あさつゆの会」の研修旅行。平成30年12月に大蘇ダム
の堤体などを見学

↑ハウスの前に立つ秀彰さん。親子三代続けて
きた農業で、これからも挑戦していく
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公証人による無料相談会
　公証人は、法律の専門家（元判事・検事
等）の中から任命され、公正証書作成等に
よる紛争の予防・解決を任務とする公務員
です。
　相続争いを防ぎ、家族の生活を守ってく
れる遺言公正証書、認知症等のため判断能
力が衰えたときに財産管理や身上監護をし
てくれる後見人を、自ら指定する任意後見
契約公正証書、強制執行が容易で養育費の
不払い等に備えられる離婚給付等公正証書
など、自己や家族の生活を守ってくれる公
正証書の作成等について、無料で相談を受
けられます。ただし、公正証書に関する相
談に限られます。
日時　毎月第１土曜日　午前10時～12時
　　　（１人30分）
　　　（毎月の市報で確認してください）
場所　総合社会福祉センター相談室
問大分公証人合同役場
　☎097-535-0888（要予約）
　※予約者がいない場合は開催しません。

　

１
月
24
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で

「
竹
姫
マ
ル
シ
ェ
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
木
工
教
室
や
屋
台
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

竹
田
中
、
竹
田
南
部
中
の
生
徒
５

人
が
保
護
者
ら
の
力
を
借
り
て
こ
ど

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
店
。

来
店
し
た
子
ど
も
た
ち
は
洋
服
や
メ

イ
ク
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
け
、
笑

顔
で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
貢
献
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
後ご

藤と
う

國く
に

太た

さ
ん

（
79
歳
・
大
津
留
下
）が
文
部
科
学
大

臣
よ
り「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
」と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
後
藤
さ
ん

は
、
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
会
長
と

し
て
普
及
に
努
め
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
尽
力
、
設

立
時
会
長
も
務
め
ま
し
た
。
現
在
も

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
で
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
内う
ち

田だ

郁か
お
る

さ
ん（
57
歳
・
籾
山
）が「
九
州
地
区

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
12
年
に
わ
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
企
画
・
運
営
や
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
ら
れ
、
令
和

元
年
か
ら
は
市
委
員
会
の
会
長
、
県

協
議
会
の
副
会
長
と
し
て
先
導
的
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
12
日
、
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ

で「
第
32
回
岡
藩
城
下
町
ひ
な
ま
つ

り
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
は

「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」を
合
唱
し
、

風
船
を
一
斉
に
飛
ば
し
た
後
、
無
病

息
災
を
願
っ
て
茅ち

の
輪わ

く
ぐ
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

ひ
な
ま
つ
り
は
３
月
７
日
㈰
ま
で

の
開
催
で
す
。

　

１
月
31
日
、
函
館
市
か
ら
、
初
代

渡
邊
熊
四
郎
の
紙
芝
居
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
代
渡
邊
熊
四
郎
は
竹
田
市
出
身
。

明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
函

館
の
重
鎮
で「
函
館
四
天
王
」の
1
人

で
す
。
洋
物
店
か
ら
靴
、
砂
糖
、
時

計
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
取
り

扱
っ
た
ほ
か
、
函
館
新
聞
の
創
設
や

小
学
校
、
病
院
の
設
立
な
ど
、
公
共

事
業
に
も
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
し
た
函
館
博
物
館
郷
土
資
料

館
の
今
泉
香
織
館
長
は「
竹
田
の
岡

城
は
臥
牛
城
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

函
館
山
も
臥
牛
山
と
呼
ば
れ
て
い
る

ん
で
す
よ
」と
両
市
の
意
外
な
共
通

点
を
紹
介
。

函
館
の
有
力
者
は

竹
田
出
身

図
書
館
に
紙
芝
居
寄
贈

竹
姫
マ
ル
シ
ェ　

中
学
生
活
躍
！

後
藤
さ
ん
、
内
田
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

第
32
回　

岡
藩
城
下
町
ひ
な
ま
つ
り

↑プロのメイクと衣装の力で輝いていきます

↑メイクをしたお子さんに、保護者も笑顔↑大空に風船を一斉に飛ばす園児たち

↑贈呈後、紙芝居の上演が行われました

後藤　國太さん

内田　郁さん
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２
月
19
日
、
竹
田
南
高
校
で「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
？
い
ま
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
」と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
総
合

研
究
所
の
村
井
哲
之
理
事
長
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
１
５
年
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」の
こ
と
で
、
17
の
ゴ
ー
ル

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
り

ま
す
。

　

村
井
理
事
長
の「
み
ん
な
に
は
、

18
番
目
の
目
標
を
立
て
ら
れ
る
よ
う

な
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
の
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
生
徒
た
ち
は
熱

心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

たけたんトピックス

　

２
月
９
日
、
竹
田
高
校
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
学
年
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
田
の
魅

力
や
課
題
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
探
求
し
、
主
体
的
に
地
域
に

貢
献
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

公
共
施
設
や
観
光
資
源
、
災
害
や

医
療
な
ど
に
つ
い
て
、
班
に
分
か
れ

て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
療
Ａ
Ｉ
の
導
入
や
、
流
し
そ
う

め
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
町
お
こ
し
を
す

る
な
ど
、
高
校
生
ら
し
い
視
点
か
ら
、

竹
田
市
の
魅
力
度
を
上
げ
る
た
め
の

多
く
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

高
校
生
が
考
え
る

竹
田
の
魅
力
と
課
題↑作成した、学校生活の様子を配信する

HPについての発表

↑「ＳＤＧｓはビジネスチャンス。本質を見抜く探求力
が大事」と力説する村井理事長

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
何
？
」

竹
田
南
高
校
で
講
演
会

↑「憾」の楽譜（完成譜）

開催期間　３月19日㈮～４月25日㈰
開催場所　竹田市歴史文化館・由学館　特別展示室
観　覧　料　一般500円（400円）、65歳以上250円
　　　　　小中学生300円（200円）、幼稚園以下無料　
　　　　　各種障害者手帳提示者とその介護者１名は無料
※（ ）内は団体料金です〔20名以上〕
※ 上記観覧料には国指定史跡旧竹田荘の観覧料も含まれます。

◎歴史文化館 市民ギャラリーの展示スケジュール
　「写団ちくでん 写真展」　３月20日㈯～31日㈬
　これまで竹田市のさまざまな風景を撮影してきた「写団ちくでん（工藤
重文さん、後藤東治さん、佐藤忠士さん、竹内俊一さん、真井幸雄さん）」
の写真作品展です。

問歴史文化館・由学館　☎63-2200
　開館時間　9:00～17:00（木曜日休館）　最終入場　16:30

　少年時代を竹田で過ごし、後に『荒城の月』を作曲するなど、日本の近代音楽の扉を開い
た音楽家・瀧廉太郎（1879-1903）。わずか23年と10か月という短い生涯で夭折した彼が最
期に作曲した曲が『憾

うらみ

』でした。2019年に竹田市へ寄贈された「鈴木毅一旧蔵資料」の中に、
驚くべきことに『憾』の手稿譜が、しかも、作曲途中の草稿譜も一緒に含まれていました。
　市では松本正氏（大分大学名誉教授）に調査を依頼し、「瀧廉太郎生誕140年事業」を開催
して、市民の皆様にお披露目したところです。
　この春、約19年ぶりとなる「瀧廉太郎展」を開催し、『憾』手稿譜をはじめとする「鈴木毅
一旧蔵資料」を広く公開します。本展では、瀧廉太郎直筆の手紙や楽譜などの貴重な資料を
一堂に展示し、彼の生涯と功績をわかりやすく概観するとともに、明らかになった遺作『憾』
の作曲過程について紹介します。多くの市民の皆さまのご来館をお待ちしています。

特別展 「瀧廉太郎　憾の真実」

歴史文化館・由学館 特別展 「瀧廉太郎  憾の真実」 開催

↑瀧廉太郎と鈴木毅一
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竹田温泉「花水月」／竹田警察署／まるごと博物館

　

江
戸
時
代
の
久
住
は
細
川
藩
の
飛

び
地
で
、
熊
本
か
ら
鶴
崎
ま
で
の
参

勤
交
代
道
・
肥
後
街
道（
豊
後
街
道
）

の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

今
も
そ
の
名
残
と
し
て
、
久
住
公
民

館
の
横
に
は
、
細
川
公
が
泊
ま
っ
た

お
茶
屋
跡（
久
住
公
民
館
の
入
り
口

に｢

年
輪
の
会
・
平
成
５
年｣

の
手
で

往
時
の
お
茶
屋
を
再
現
し
た
立
体
模

型
が
あ
り
ま
す
）や
、
今
も
現
存
す

る
天
満
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

「
細
川
公
遙
拝
表
」と
い
う
文
字
が
掘

ら
れ
た
石
塔
も
建
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、そ
の
当
時
の
お
話
に
な
り

ま
す
が
、
孝
子
、い
わ
ゆ
る
親
孝
行

の
業ご
う

を
集
め
た
肥
後
文
献
の
中
に

「
孝
女
せ
ん
」の
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
内
容
は
、「
孝
女
名
を
せ
ん

と
呼
べ
り
。
久
住
の
郷
阿
藏
野
村
の

民
、
清
右
衛
門
と
云
者
の
娘
な
り
。

其
家
至
り
て
貧
し
か
り
け
れ
ば
、せ

ん
が
九
ツ
に
成
り
け
る
頃
よ
り
人
に

つ
か
わ
せ
て
う
き
め
み
せ
け
り
。

－

中
略

－

二
十
三
の
時
、
家
に
帰
り
身

を
つ
く
し
て
父
母
を
養
ひ
け
り
。
春

は
菜
を
摘
み
秋
は
木
の
実
を
拾
ひ
て

食
と
し
、
人
に
雇
わ
れ
て
其
の
賃
を

得
、
又
こ
ん
に
ゃ
く
と
い
う
も
の
を

つ
く
り
て
久
住
の
町
に
ひ
さ
ぎ
、
或

い
は
豊
後
国
竹
田
の
城
府
に
う
り
て

其
の
賃
を
も
て
、
粮ろ
う

を
買
ひ
て
父
母

を
養
ひ
け
る
。

－

中
略

－

そ
の
こ
と

公
に
聞
こ
え
、
享
保
七
年
の
四
月
親

に
も
子
に
も
衣
一
宛あ
て

と
米
一
俵
を
賜

り
、
又
其
八
月
に
至
り
て
米
三
俵
を

賜
り
、
其
冬
よ
り
米
七
俵
宛
を
賜
る

と
の
命
下
り
ぬ
。
同
十
一
年
に
父
身

ま
か
り
ぬ
年
七
十
四
。
同
十
六
年
に

母
失
せ
ぬ
年
七
十
七
。
せ
ん
は
身
を

終
わ
る
ま
で
人
に
も
行
か
ず
父
母
の

墓
に
詣
香
花
を
手
向
る
を
事
と
し
け

る
と
ぞ
。」

　

そ
の
後
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
、
久

住
小
学
校
と
自
治
会
が
主
催
し
て
寄

付
を
募
り
、
孝
女
せ
ん
の
頌
し
ょ
う

德と
く

祭さ
い

を

開
催
し
て
い
ま
す
。
昭
和
９（
１
９

３
４
）年
の
文
章
が
久
住
小
学
校
の

校
長
室
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
頌
德
祭
が
い
つ
か
ら
な
く

な
っ
た
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

何
か
大
切
な
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る

お
話
で
し
た
。

　
（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

田
北　

敏
彦
）

肥後孝
こう

子
し

伝　孝女せん

ま
る
ご
と
博
物
館
183

↑久住町飛
ひ

森
もり

に現存する孝女せんのお墓

↑昭和９年５月に行われた頌德祭

竹田温泉「花水月」 
意見募集期間終了

　竹田温泉「花水月」は、施設運営管理に関し
広く意見を公募し、１月末までに市民から８件
の意見が寄せられました。意見の内訳としては、
休館、廃止を支持する意見が２件、施設継続を
支持する意見が６件でした。
　自由提案としては、入館料金、営業時間、温
泉施設の規模の見直し、新事業で付加価値をつ
け魅力アップを図るなどの意見があり、中には
詳細な提案書もありました。
　運営管理に対する厳しい意見を真摯に受け止
め、改善できるところはないか議論を深めてい
きます。さらなる経費節減を検討する中で、利
用者が不自由なく入浴できる環境を維持し、誰
からも愛される花水月を目指します。
　今後の花水月の運営管理については、寄せら
れた意見をまとめたうえで、できるだけ早く方
向性を打ち出していきます。引き続きご理解、
ご協力をよろしくお願いします。

寄せられた意見の一部
花水月の強み
　・駅が近く、バス停も前にある
　・大きく清潔感のある浴場
　・バリアフリー
　・ジャクジー、歩行浴などの浴種が豊富
花水月の弱み
　・循環型温泉（源泉かけ流しではない）
　・１階の物販エリアに魅力がない
　・物販や事務所にようこそ感がない

　昨年は市内で５件の交通死亡事故が発生し、平成２年以降、最も交通
死亡事故が多い年となってしまいました。今年は、交通死亡事故ゼロを
目指すために、横断歩道での交通事故防止対策についてドライバー、歩
行者にそれぞれお願いです。
　ドライバーの皆さん、『横断歩道は歩行者優先』です。
　道路交通法では、『横断歩道に、道路を横断しようとする歩行者がいる
場合は、一時停止し、かつその通行を妨げないようにしなければならない』
と規定されています。
　横断歩道の手前には、必ず菱形【◇】の予告マークがあります。予告マー
クを見たら減速し、横断歩道を渡ろうとしている人がいる場合は、必ず
一時停止して歩行者に進路を譲ってください。
　歩行者の方は、道路を横断する場合は、車やバイクが来ていないか、
左右の安全確認を何度も行うことを心掛け、近くに横断歩道があれば必
ず横断歩道を渡るようにしてください。また、横断歩道を渡る際は、自
分が横断しようとする意思をドライバーにわかりやすく伝えるため、
・笑顔で視線をドライバーに向ける
・手をまっすぐにあげて、手のひらをドライバーに向ける
ことを心掛けてください。
　横断歩道上での交通事故をなくすために、ドライバーの皆さんも、歩
行者の方も全員が交通ルールを守って、横断歩道上での重大事故を防ぎ
ましょう。
　最後に、竹田警察署では、交通事故を抑制するため、
・県道高森竹田線の玉来西交差点付近、玉来保育園前
・主要地方道竹田五ケ瀬線のＪＲ豊後竹田駅前付近
・国道57号の天神交差点付近、警察署前、竹田市大字戸上付近
・国道442号の竹田市大字米納付近、竹田市大字挾田付近
において、横断歩行者妨害、携帯電話使用の違反取り締まりや、レーダー
パトカーによる速度違反取り締まり等の交通取り締まりを強化していま
す。その他の場所でも随時交通取り締まりを実施中です。市民総ぐるみ
で交通ルールを守り、交通事故をなくしていきましょう。
問竹田警察署　☎63-2131

竹田警察署
TAKETA Police station 横断歩道における交通事故対策
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３月

開館のご案内

新刊のご案内

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）
直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

【一般書】
・いとまの雪  －新説忠臣蔵・ひとりの家老の生涯－  上・下

［KADOKAWA］　　　　　　　　　　　　　　   伊集院　静
・しのぶ恋　－浮世七景－［文藝春秋］　　　　　　諸田　玲子
・天を測る［講談社］　　　　　　　　　　　　　　今野　敏
・星になりたかった君と［実業之日本社］　　　　遊歩　新夢
・境界線［NHK出版］　　　　　　　　　　　　　中山　七里
・マイ・シスター、シリアルキラー［早川書房］

　 オインカン・ブレイスウェイト
・恥さらし［白水社］　　　　　　　パウリーナ・フローレス
・人生起き上がりこぼし［海竜社］　　　　　海老名　香葉子
・苦汁100％ －濃縮還元－［文藝春秋］　　　　尾崎　世界観
・NHKラジオ深夜便 文豪通信［河出書房新社］　　　中川　越
・古典で旅する茶の湯八〇〇年史［淡交社］　　　竹本　千鶴
・BISES共感のエナジー［文芸社］　　　　　　　八木　波奈子
・リアルでゆかいなごみ事典［大和書房］　　　　滝沢　秀一
・植物生まれのやさしいお菓子［扶桑社］　　　　白崎　裕子
・感染症時代のマスクの教科書［小学館］

飯田　裕貴子、眞鍋　葉子
・人生！逆転図鑑 －山あり谷ありの32人に学ぶ成功の法則－

［秀和システム］　　　　　　　　　　　　　　　早見　俊

【児童書】
・おとのさま、まほうつかいになる［佼成出版社］

中川　ひろたか　作／田中　六大　絵
・にじいろフェアリーしずくちゃん３［岩崎書店］

友永　コリエ　作／ぎぼ　りつこ　絵
・ジャレットと魔法のコイン［ポプラ社］　あんびる　やすこ
・キャンドル［フレーベル館］

　  村上　雅郁　作／遠田　志帆　絵
・アーサー王の世界６ －聖杯の騎士パーシヴァル－
　［静山社］　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤　洋
・ジュニア空想科学読本21［KADOKAWA］

　柳田　理科雄　著／きっか　絵
・渋沢栄一（コミック版日本の歴史77）［ポプラ社］加来　耕三
・「さみしさ」の力［筑摩書房］　　　　　　　　　榎本　博明
・世界のすごい動物伝記［講談社］　   

ベン・ラーウィル　文／サラ・ウォルシュ　絵
・ものがたり西洋音楽史［岩波書店］　　　　　　　近藤　譲
・999ひきのきょうだいのおやすみなさい
　［ひさかたチャイルド］　　木村　研　文／村上　康成　絵
・ひとりひとり［講談社］

　              谷川　俊太郎　詩／いわさき　ちひろ　絵
・どろぼうねこのおやぶんさん［文芸社］

　    小松　申尚　文／かのう　かりん　絵
・ステラとカモメとプラスチック［岩崎書店］　

ジョージナ・スティーブンス　作／イジー・バートン　絵
・ようこそあたらしいともだち［好学社］

リチャード・スキャリー
ほか　250冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊
「ライト・スタッフ」

「中谷宇吉郎【雪と氷の探求者】」

山口　恵以子　　潮出版社

清水　洋美　作／野見山　響子　絵　　汐文社

　映画会社の助監督試験に落ちた五堂顕
は、運命的な出来事によって照明部に配属
されると、スター俳優や名監督たちの想い
に触れ、照明技師としての腕をめきめき上
げていった。数年後、顕は恩人である女優・
衣笠糸路に対して賞味期限切れだという周
囲の心ない言葉に憤激し、ある方法を使っ
て最高のライトを当てようとするが―。

　映画が娯楽の王様だった昭和30年代。どこか懐かしく、エ
ネルギーに溢れ、元気を与えてくれる映画全盛期の物語。著
者渾身の長編小説です。

　子どもたちに身近なテーマですぐれた研究
を行った、児童書初登場の科学者にスポット
ライトをあてた伝記シリーズ。「雪は天から
送られた手紙である―」マイナス30度の中で
顕微鏡をのぞき続け、世界で初めて雪の結晶
を人工的に作り出した中谷宇吉郎。北海道・
グリーンランドなどを舞台に雪と氷の研究に
情熱をそそいだ61年の人生を描きます。巻末
に宇吉郎新聞、ゆかりの場所、氷の実験・雪の観察なども収
録しています。

紙芝居「初代わたなべ熊四郎物語」
　皆さんは渡邊熊四郎という人物をご存じでしょうか？ 1840年に
現在の竹田市に生まれ幼少期を竹田で過ごした後、24歳で函館に
渡った熊四郎さんは、洋物店を皮切りに海運業や倉庫業などの事業
を立ち上げました。さらに函館の学校、病院、公園、上水道整備な
どに尽力し「函館四天王」として知られています。
　このたび、熊四郎さんの生誕180年、洋物店開店140周年を記念
して紙芝居「初代わたなべ熊四郎物語」が完成し、市立函館博物館郷
土資料館から竹田市立図書館に寄贈されました。紙芝居では熊四郎
さんの幼少期から洋物店を開業するまでが描かれています。貸出も
できますので読み聞かせなどに活用し、郷土が生んだ渡邊熊四郎と
いう偉人のことを広く知っていただきたいと思います。

長谷川　摂子　文／矢間　芳子　絵　　福音館書店

「さくら」

わたしはさくらソメイヨシノ、春に
は花を咲かせます…。ソメイヨシノ
の一年を長谷川さんの温かな文と矢
間さんの素敵な絵で語ります。さく
らの開花が待ち遠しい、かがくのと
も絵本はいかがですか？

児童書

　弥生・３月、木々も芽吹き花の蕾も膨らんで、春の足音がすぐそこに感じら
れる頃となりました。図書館ではリサイクルコーナーが移動して明るく見やす
くなりました。
　ご来館の際にはちょっと立ち寄ってみてください。

おはなしひろば　　毎週火曜日　10:30～11:00
たけのこ文庫のおはなし会　　　３月13日㈯　15:00～15:30
おはなしルーム　　竹田幼稚園　３月４日㈭　14:00～14:30
　　　　　　　　　南部幼稚園　３月11日㈭　14:00～14:30

今月の読み聞かせ

一般書

読み聞かせに
おすすめの

一冊
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年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
誰

も
が「
老
い
」へ
の
不
安
を
抱
き
は
じ

め
、「
認
知
症
に
な
り
た
く
な
い
」 「
で

き
れ
ば
子
ど
も
た
ち
の
世
話
に
な
り

た
く
な
い
」と
思
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
歳
を
と
っ
た
か
ら
こ
そ
今
ま
で

以
上
に
趣
味
や
生
活
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い

は
ず
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
、
心
身
と
も
に
健
康

で
、
自
分
ら
し
く
、
生
き
生
き
と
楽

し
く
生
活
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
誰
も
が
年
齢
を
重
ね
て

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
そ
の
人
に

あ
っ
た
役
割
を
持
ち
、
地
域
の
担
い

手
と
し
て
、
移
動
・
買
い
物
な
ど
の

生
活
支
援
や
社
会
参
加
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
暮
ら
し

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
竹
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
や
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
協
働
で
、
地
域
づ
く
り
に
よ

る
介
護
予
防
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
介
護
予
防
」と
は

  

「
介
護
予
防
」と
は
、
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
心
身

の
衰
え
を
予
防
、
回
復
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
を
い
い
ま
す
。

　

健
康
的
に
食
べ
る
、
運
動
す
る
、

口
腔
ケ
ア
を
行
う
、
趣
味
の
サ
ー
ク

ル
な
ど
に
参
加
す
る
、
な
ど
の
取
り

組
み
で
す
。

　

働
く
こ
と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も「
介
護
予
防
」で
す
し
、
日
常
生

活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
取
り
組
み
や

工
夫
、
気
の
持
ち
よ
う
も「
介
護
予

防
」に
な
り
ま
す
。

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
通
称
：
く
ら
サ
ポ
）

　

く
ら
サ
ポ
は
、
住
民
同
士
の
助
け

合
い
の
気
持
ち
を
基
本
と
し
て
、
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
に

対
等
な
立
場
を
保
つ
た
め
に
会
員
制

と
な
っ
て
お
り
、
活
動
会
員
、
賛
助

会
員
、
利
用
会
員
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

　

く
ら
サ
ポ
で
は
、
想
い
の
あ
る
地

域
の
方
が
活
動
会
員
と
な
り
、「
で

き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、
で
き
る

事
を
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
暮
ら
し
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の
支
援

（
生
活
支
援
）や
、
地
域
の
通
い
の
場

（
く
ら
サ
ポ
広
場
・
よ
り
あ
い
温
泉
）

の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
負
け
な
い
生
活
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
、
不
要
不
急
の
外

出
を
控
え
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
感
染
を
防
ぐ

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
外
出

自
粛
が
続
き
ず
っ
と
家
に
い
る
こ
と

で
生
活
が
不
活
発
に
な
り
、
心
身
の

機
能
が
低
下
す
る
こ
と
も
心
配
さ
れ

ま
す
。

　

く
ら
サ
ポ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
教
室
や
サ
ロ
ン
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

笑顔で
歳を重ねるために！

元気なうちから

介護予防

おしゃべりサロン 健康長寿週一活動
（通称：ＫＳＫ）

すごーく
元気になる教室

パワーアップ教室

　自治会等の小地域で月１回
以上、自主的にレクリエー
ションや創作活動等を行って
います。

　ほかにも介護予防教室がありますので、「介護予防」につ
いてのご相談は高齢者福祉課または竹田市地域包括支援セ
ンター（通称：つるかめ）までご連絡ください。

問高齢者福祉課　☎63-4809
　竹田市地域包括支援センター（つるかめ）
　☎64-0310

　自宅の周辺の友人等と週１
回１時間程度、定期的に運動
を行うグループです。リハビ
リ専門職の派遣も行っていま
す。

　めじろん元気アップ体操を
中心とした定期開催の介護予
防教室です。市内17か所（公
民館等）で開催しています。

　リハビリ専門職の指導で週
１回、３か月集中的にトレー
ニングする教室
です。
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笑顔で歳を重ねるために！元気なうちから介護予防

　暮らしのサポートセンターは新型コロナウイルス感染防止対
策を徹底しながら、安心して生活支援や通いの場をご利用いた
だけるよう、安全管理を徹底して活動をしています。これから
もコロナウイルスに負けずに頑張ってまいります。

竹田市社会福祉協議会
☎ 62-2122

お問い合わせ

「いつでん相談できて助かるんで」
　庭木の剪定をしようと思ったんやけど、足腰が弱っ
ちょってな、自分ではできんごとなったんよ。誰かに頼
もうと思っても見つからんで困っちょったけどくらサポ
に相談したら気持ちよく引き受けてくれたんよ。お盆前
のあーちい日に、汗を流しながら一生懸命剪定してくれ
てな、お陰で庭らしくなって大変助かったわ～、ありが
とな～。　　　　庭木の剪定支援　　80代男性利用会員

「買い物も温泉も
　　　ありがたいわ～」
　家族から一人の時はお風呂に入ら
んように言われちょったけん、温泉
に行けて嬉しいわ～。みんながおる
けん安心して入れるに。友達に会え
るのも楽しみやし、送り迎えもして
くれて、免許がねえ人は助かるわ。
ちょっとしたものなら温泉で買える
けん、ありがたいわ～。

よりあい温泉　80代女性利用会員

「何もせんでいいで、話そうえ」
　奥さんを亡くされ、一人暮らしになった80代後半のＫ
さん。月１回１時間の支援ですが、Ｋさんは私がお伺い
する日をとても楽しみにしてくれています。時間を有効
に使いたいと思う私に、『何もせんでいいで話そうえ』が
いつも口癖で、地域の出来事を話すと、とても喜んでく
れます。私も、いつか利用会員になる時が来ると思うの
で、今のうちに活動して仕組みを作っておこうと思いく
らサポに入会しました。なので、この活動は自分のため
でもあるんですよ。自分ができるちょっとのお手伝いが、
誰かの役に立つのはとても嬉しいです！

掃除支援　70代女性活動会員

く ら サ ポ の 利 用 会 員 の 声

活 動 会 員 の 声

　くらサポ双城とりんどう
では地元の温泉でよりあ
い温泉を開催しています。
ジャガイモなどの野菜や調
味料、インスタント食品な
どを販売しています。介護
予防と生活支援が一緒に
なった通いの場です。

　ちょっとのお手伝いで誰かの役に
立つ。ボランティア活動で元気をいっ
ぱいもらっています。
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木 THU 金 FRI 土 SAT 2021年（令和３年）

4 5 6
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30
　（竹田幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）

　☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

・第３回竹田市農業委員会総会 
14:00～（市役所本庁２階庁議
室）

・大分公証人合同役場 出張無
料相談会 9:00-11:00（竹田市総
合社会福祉センター）※予約
制 ☎097-535-0888（大分公証
人合同役場）

11 12 13
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30
（南部幼稚園）

・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～せ
り開始（豊後豊肥家畜市場）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）

　☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

・令和２年度 竹田市生涯学習まつり〔展
示発表会〕 ～19日㈮ 午前中まで（グラ
ンツたけた）☎63-4817（生涯学習課）

・マダム・バタフライ塾「長崎フィール
ドワーク／蝶々夫人の過去から現在、
そして未来へ」 ※講師：藤原惠洋・中
西義昌（長崎（予定）） ☎63-4837（グラ
ンツたけた）

・大分県司法書士会豊肥支部「無料法律
相談所」 9:00-12:00（竹田分館） 

　☎63-3155（渡部定男司法書士事務所）
・たけのこ文庫のおはなし会
　15:00-15:30（竹田市立図書館）

18 19 20 春分の日

・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せ

り開始（豊後豊肥家畜市場）
・３歳児健診 13:00～受付（竹田

市総合社会福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30

（荻支所）※要予約（前日の午
前中まで） ☎63-3346（竹田市
心の相談支援事業所）

・立候補予定者説明会 10:00～
（竹田市長選挙）、13:30～（竹
田市議会議員選挙）※いずれ
も本庁３階会議室にて行いま
す。☎63-4814（選挙管理委員
会事務局）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター） 
☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

25 26 27
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00

（大分県豊肥振興局）※要予約
　☎63-1171（豊肥振興局）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久

住保健センター）※要予約（前日の
午前中まで） ☎63-3346（竹田市心の
相談支援事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県
豊肥保健所）※要予約  ☎0974-22-
0162（豊肥保健所）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）

　☎75-3456（竹田市総合イン
ストラクター協会）

・グランツ出前コンサート「くじゅ
うサンホールにモーツァルトが
やってきた！」 15:00開演

　（くじゅうサンホール）
　 ☎63-4837（グランツたけた）

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に伴う
住民票・戸籍・マイナンバーカードに関する手続き

　例年３月末と４月初めは引っ越しに伴う手続きなどで、窓口が
混雑します。新型コロナウイルス感染症の予防・拡大防止対策と
して、次の取り扱いができますのでご活用ください。

郵送請求
〇転出証明書　原則窓口で交付していますが、当面の間郵送によ

る請求をお受けしています。
〇証明書　戸籍謄抄本や住民票については、郵便による請求がで

きます。

マイナンバーカード
〇電子証明書の有効期限通知　インターネットを利用した確定申

告やマイナポータルを閲覧する際に利用する電子証明書が有効
期限を迎える方にお知らせを送付していますが、有効期限を過
ぎても新しい電子証明書を発行しています。

〇交付通知書（ハガキ）　同カード受け取りのためのハガキに受け
取り期限を記載していますが、期限を過ぎてもカードを交付し
ています。詳細についてはお問い合わせください。

問市民課市民係　☎63-1111（内線111～113）

スポーツ安全保険
加入受付中！

小さな掛け金　大きな補償
・傷害保険
・賠償責任保険
・突然死葬祭費用保険
☑️４名以上のアマチュアの団体・
グループで加入
☑️スポーツ・文化・レクリエーショ
ン・ボランティア・地域活動など
さまざまな団体・グループ活動を
補償（「スポ安ねっと」からのお手
続きが便利です！）
問公益財団法人 スポーツ安全協会
　大分県支部
　☎097-552-0400
　受付時間　午前９時～午後５時
　45分（土・日・祝日を除く）

よりそいカフェ
　よりそいカフェは認知症の
人やその家族、地域の住民ら
が気軽に交流できる場所です。

【 荻 】
・16日・23日㈫　10:00-12:00
　荻「しらみず」

【久住】
・11日・25日㈭　10:00-12:00
　久住「りんどう」

【直入】
・５日・26日㈮　10:00-12:00 
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・４日・11日㈭　10:00-12:00
　くらサポ双城
・16日㈫　13:00～15:00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・３日㈬　 9:00-11:00
　入田分館
・９日㈫　10:00-12:00　
　あ祖母学舎
・24日㈬　10:00-12:00　
　宮砥分館

◆マイナポイント事業の
　期間延長について◆
マイナポイント事業が令和３
年９月末まで延長されます。
　令和３年３月末までにマイナ
ンバーカードの交付申請を行っ
た方（※）については、令和３年
９月末までにマイナポイントの
申し込みおよびキャッシュレス
決済サービスをご利用いただく
ことで、１人あたり最大5,000
円分（付与率25%）のマイナポイ
ントを取得することができます。

（※）すでにマイナンバーカード
を持っていて、まだマイナポイ
ントの申し込みをされていない
方も対象です。
　詳しくは総務省マイナポイン
ト事業ホームページをご覧くだ
さい。

マイナポイント 検索

　マイナポイントの予約・申し
込みのお手伝いもします。
問市民課（マイナンバー窓口）
　☎63-4888
　平日の午前８時30分～午後５時

「カラオケフェスタ」中止の
お知らせ
　本年の「カラオケフェスタ」
は、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、中止とさ
せていただきます。

竹田市文化連盟事務局
問生涯学習課　☎63-4817
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農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）  問農業委員会事務局　☎63-4815

■たけたんカレンダー
日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

月間・その他
○春季全国火災予防運動
　（～７日）
○赤い羽根共同募金運動
　（～３／31）
○冬の省エネキャンペーン
　（３／31）
〇自殺対策強化月間

1 2 3
・【納期限】国民健康保険税（11

期）、介護保険料・後期高齢
者医療保険料（８期）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00
　（竹田市立図書館）
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市

直入B&G海洋センター体育館） 
　☎75-3456（竹田市総合インスト

ラクター協会）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直

入支所）※要予約（前日の午前中
まで） ☎63-3346（竹田市心の相談
支援事業所）

・１歳６か月児健診 13:00～受
付（竹田市総合社会福祉セン
ター）

7 8 9 10
・マイナンバーカード臨時窓口開設 

9:00-12:00（市役所本庁１階市
民課） ☎63-4804（市民課）

・グランツまるごとフィットネ
ス [市民企画応援プロジェクト] 
11:00-17:00（グランツたけた）
☎090-3607-0882（山口）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日
・出張ハローワークおしごと相談会 

10:30-12:00、13:00-15:00
　※生活困窮者、ひとり親世帯

の方が対象です。（竹田市総合
社会福祉センター相談室）

　☎0974-22-8609（ハローワー
ク豊後大野）

・おはなしひろば 10:30-11:00
　（竹田市立図書館）
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹

田市直入B&G海洋センター体
育館） ☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

14 15 16 17
・マダム・バタフライ塾「蝶々

夫人の過去から現在、そして
未来へ」 ※講師：藤原惠洋・
中西義昌（グランツたけた） 
☎63-4837（グランツたけた）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館） ☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」
　休館日
・長湯おんせん市場休業日
・年金相談［完全予約制］10:00-15:00

（竹田市高齢者いきいき交流セン
ター） ☎097-552-1211（日本年金
機構大分年金事務所）

・大分県行政書士会無料相談会
　13:00-16:00（大分県行政書士会
　〔大分市〕） ☎097-537-7089（大分

県行政書士会事務局）

21 22 23 24
・グランツ映画館“玉洗劇場”
　『世界で一番貧しい大統領 愛

と闘争の男 ホセ・ムヒカ』
　10:00～／14:00～／18:00～
　（グランツたけた）
　☎63-4837（グランツたけた）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日
・サクソフォンとピアノによる

湯けむりコンサート「出前コ
ンサートin直入」 14:00開演

　（クアパーク長湯）
　☎63-4837（グランツたけた）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立
図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市直入
B&G海洋センター体育館） ☎75-3456

　（竹田市総合インストラクター協会）
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（竹田市総合社会福祉センター）※要

予約（前日の午前中まで） ☎63-3346
　（竹田市心の相談支援事業所）
・サクソフォンとピアノによる湯けむ

りコンサート「出前コンサートin荻」 
14:00開演（荻の里温泉）

　☎63-4837（グランツたけた）

28 29 30 31
・竹田版アーティスト支援「ファ

イナル・ガラ・コンサート」
15:00開演（グランツたけた） 

　☎63-4837（グランツたけた）
・郷土の自然に親しみ植物を観

察する会「小富士山」 8:00まで
に市役所駐車場集合 

　※参加費1000円 
　☎62-4100（竹田創生館）

・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）

・【納期限】国民健康保険税（12期）

３月の行政なんでも相談所
地域 相談日 時　間 開 催 場 所
竹田

３月17日㈬ 10:00～12:00

竹田市総合社会福祉センター 相談室
荻 荻公民館 幼児室

久住 久住公民館 健康相談室
直入 直入支所 小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
　〔竹田〕 阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕 佐藤孝幸　☎68-3510
　〔久住〕 本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕 兒玉龍明　☎75-2426

「緑の募金」春期緑化用苗木を無料配布します
 森林の保護・育成・愛護思想の普及のため、緑化用苗木の無
料配布を行います。
 今回は久住地域と竹田地域が対象です。苗木は原則１人１本
で、なくなり次第終了となります。
配布日時・場所
久住地域　３月16日㈫　午後２時～３時（久住支所前駐車場）
竹田地域　３月17日㈬　午後２時～３時（竹田市役所前）
問農政課林業振興室　☎63-4805

４月上旬の主な予定
11日㈰　・竹田市長選挙及び竹田市議会議員選挙 告示
18日㈰　・竹田市長選挙及び竹田市議会議員選挙 
　　　　　 投票 7:00-18:00　開票 20:00～
　　　　　（竹田市総合社会福祉センター）
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。
区
分
と
等
級
が
同
一

で
あ
る
障
が
い
を
２
つ
重
複
し
て
有

し
て
い
る
場
合
、
１
級
う
え
の
級
と

み
な
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

普
通
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
大
分

県
税
事
務
所
豊
後
大
野
納
税
事
務
所

（
☎
０
９
７
４
―

22
―

７
５
０
１
）、
軽

自
動
車
・
二
輪
車
に
つ
い
て
は
税

務
課（
☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
２

６
））に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告

確
定
申
告
期
限
・
納
付
期
限
が

延
長
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
期
限
及

び
納
付
期
限
、
振
替
納
税
日
が
全

国
一
律
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.nta.go.jp/

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
会
場
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
時

間
指
定
の
入
場
整
理
券
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
整
理
券
は
当
日
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
会
場
で
配
付
さ
れ
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
10
日
前
か
ら
の
事
前
申

し
込
み
も
可
能
で
す
。（
来
場
日
の
２

営
業
日
前
に
締
切
り
）

【
税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会

場
】

会
場　

竹
田
税
務
署（
大
字
会
々
１

６
５
０
―

17
）

期
間　

４
月
15
日
㈭
ま
で

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
告
や
相
談
に
当
た
っ
て
は
、
ご

自
宅
等
か
ら
も
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
や
電
話

相
談
・
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
利
用
可

能
で
す
。

問
竹
田
税
務
署　

☎
63
―

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト（
ふ
た
ば
）に
質
問
す
る
」

（h
ttp

s://w
w

w
.

nta.go.jp
/taxes/

shiraberu/chatbot/
index.htm

）

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　荻 支 所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　https://www.city.taketa.oita.jp/

たけたんインフォ

3 月の

令和３年春季全国火災予防運動

「その火事を  防ぐあなたに
　金メダル」

　３月１日㈪から７日㈰まで「令和３年春季
全国火災予防運動」が行われます。
　火災から大切な命や財産を守るため、次
の「住宅防火・命を守る７つのポイント（３
つの習慣・４つの対策）」を心掛けましょう。
３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた

位置で使用する。

○ガスコンロなどのそばを離れるときは、

必ず火を消す。

４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報

器を設置する。

○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防

ぐために、防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用

消火器等を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るため

に、隣近所の協力体制をつくる。

住宅用火災警報器は10年を目安に交換を
おすすめします！

　住宅用火災警報器は古くなると、電子部
品の寿命や電池切れなどで、火災を感知
しなくなることがあるためとても危険です。
定期的に作動確認をし、警報音を確認しま
しょう。また10年を目安に交換しましょう。
問消防本部警防課　☎63-0119

申告期限・納付期限 
税　目 延　長　後

申告所得税
４月 15 日㈭個人事業者の消費税

贈与税

振替日 
税　目 延　長　後

申告所得税 ５月31日㈪
個人事業者の消費税 ５月24日㈪
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消
費
者
行
政

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
か
た
る
不
審

電
話
に
注
意
！

  

「
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
る
。
後
日

返
金
す
る
の
で
10
万
円
振
り
込
む
よ

う
に
」 「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
２
万
円

か
か
る
の
で
後
日
書
類
を
送
り
ま

す
」な
ど
と
い
っ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め

に
必
要
と
言
っ
て
、
金
銭
や
個
人
情

報
を
騙
し
取
ろ
う
と
す
る
電
話
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

市
町
村
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め

に
金
銭
や
個
人
情
報
を
電
話
で
聞
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
電
話

を
切
り
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課（
竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）☎
63
―

４
８
３
４（
平
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

協
会
け
ん
ぽ

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

令
和
３
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

○
健
康
保
険
料
率（
大
分
支
部
）

　

10
・
30
％（
現
行
10
・
17
％
）

○
介
護
保
険
料
率（
全
国
一
律
）

　

１
・
80
％（
現
行
１
・
79
％
）

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）に
は
、
健

康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加

わ
り
ま
す
。

※
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
労

使
折
半
と
な
り
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
４

月
分
の
保
険
料
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん

ぽ
）大
分
支
部　

☎
０
９
７
―

５
７
３
―

５
６
３
０

子
育
て

児
童
手
当
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

　

児
童
手
当
制
度
は
、
次
の
よ
う
な

場
合
、
必
ず
申
請
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
竹
田
市
に
転
出
・
転
入
し
た
と
き

・
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き

・
お
子
さ
ん
の
監
護
生
計
関
係
が
消

滅
し
た
と
き

・
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
公
務
員

で
な
く
な
っ
た
と
き

　

特
に
３
月
と
４
月
は
転
出
・
転
入

な
ど
、
住
民
票
の
異
動
が
多
い
時
期

で
す
。
手
続
き
を
さ
れ
る
際
は
、
児

童
手
当
の
手
続
き
も
一
緒
に
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
手
続
き
が
遅
れ
る

と
、
原
則
遅
れ
た
月
分
の
児
童
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ほ
か
に
も
申
請
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
す
ま
い
る（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
63
―

４
８
２
３

子
育
て
グ
ッ
ズ
・
リ
ユ
ー
ス
事
業

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
子
育
て
用
品
の
再
活
用
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
使
用
し
な
く

な
っ
た
子
育
て
用
品
で
、
ま
だ
使
用

可
能
な
も
の
、
捨
て
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
、
誰
か
に
使
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

譲
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
譲
渡
に
対

し
て
謝
礼
等
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
子
育
て
中
の
方
に
は

無
料
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
っ
子
す
こ
や
か
広
場　

☎
63
―

１
１
０
４

たけたんインフォ

付加保険料で受給する年金額を増やせます
  「国民年金第１号被保険者」及び「任意加入被保険者（65歳以上の方を除く）」
は、定額保険料に付加保険料を上乗せして納めることで、受給する年金額を
増やせます。
付加保険料の月額　400円
申し込み先　  市民課及び各支所、大分年金事務所
付加年金の年金額　受け取る年金額は「200円×付加保険料納付月数」

10年間
（400円×12か月×10年＝48,000円）納めると

→

年間24,000円増加

20年間
（400円×12か月×20年＝96,000円）納めると 年間48,000円増加

30年間
（400円×12か月×30年＝144,000円）納めると 年間72,000円増加

40年間
（400円×12か月×40年＝192,000円）納めると 年間96,000円増加

注意事項
・付加保険料の納付は申し込んだ月分からとなります。
・付加保険料の納期限は翌月末日（納期限）です。
・納期限を経過した場合でも、期限から２年間は付加保険料を納めることが

できます。
・国民年金基金に加入している方は、付加保険料を納めることはできません。
・月末が土日もしくは休日等にあたる場合、また年末の納期限は、翌月最初

の金融機関等の営業日となります。
・付加保険料の納付をやめる場合は、付加保険料納付辞退申出書の提出が必

要です。
問大分年金事務所国民年金課　☎097-552-1211
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

作
品
募
集

「
く
じ
ゅ
う
の
山
」絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

　

く
じ
ゅ
う
連
山
を
こ
よ
な
く
愛
し

た
昭
和
の
文
豪
・
川
端
康
成
と
、
彼

を
誘
っ
た
髙
田
力
蔵
・
白
壁
康
の

２
人
の
画
家
。
彼
ら
の
功
績
を
称
え
、

国
民
の
祝
日「
山
の
日
」に
ち
な
ん
だ

第
６
回「
く
じ
ゅ
う
の
山
」絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

く
じ
ゅ
う
連
山
が
見
え
る

風
景（
た
だ
し
、
竹
田
市
側
か
ら
描

い
た
風
景
に
限
る
）

応
募
期
間　

６
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

応
募
資
格　

18
歳
以
上（
一
般
の
部
）

作
品
規
定　

油
絵（
大
き
さ
は
３
号

〜
20
号
）

審
査
員　

日
名
子
金
一
郎
先
生（
大

分
県
美
術
協
会
会
長
）ほ
か

表
彰　

最
優
秀
賞
１
点（
10
万
円
）、

優
秀
賞
５
点（
各
２
万
円
）、
佳
作
数

点応
募
方
法　

作
品
カ
ー
ド
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
作
品
裏
面
の
右
下

に
貼
付
し
、
久
住
支
所
に
持
ち
込
む

か
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。作
品
カ
ー

ド
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・

久
住
支
所
市
民
係（
〒
８
７

８
―

０
２
０
１ 

竹
田
市
久
住
町
大
字

久
住
６
１
６
１
―

１
）

☎
76
―

１
１
１
１

試
験
・
講
習

大
分
県
立
農
業
大
学
校

就
農
準
備
研
修（
野
菜
中
期
コ
ー
ス
）

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
新

規
就
農
者
の
確
保
対
策
と
し
て
、
就

農
希
望
者
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

期
間
日
時　

７
月
９
日
㈮
〜
令
和
４

年
３
月
８
日
㈫　

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
４
時（
月
〜
金
曜
の
平
日
。
盆

休
み
・
冬
休
み
あ
り
）

内
容　

野
菜
の
栽
培
実
習
、
基
礎
講

座場
所　

大
分
県
立
農
業
大
学
校（
豊

後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
）

費
用　

３
万
２
千
円

募
集
締
切　

５
月
17
日
㈪　

午
後
５

時選
考
試
験　

５
月
31
日
㈪　

午
後
１

時
15
分
〜

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部

（
竹
田
市
大
字
竹
田
１
５
０
１
―

２
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
９
７
４
―

22
―

７
５
８
３

　近年日本各地で50年に一度と表現される異常気象が観測され、土砂崩れや河川
の氾濫による洪水などの大規模災害が発生しています。昨年は熊本県を中心に九
州地方、中部地方などで発生した集中豪雨により、各地に甚大な被害をもたらし
ています。
　今後もこのような自然災害が起こる可能性があることから、
市では市内の認可保育施設（保育所（園）、認定こども園、私立
幼稚園）を対象に、自然災害発生時における臨時休園等の対応
を踏まえた基準を次のとおり策定し、４月１日から運用します。
　災害から子どもの命を守るため、保護者の皆さまには対応
基準に沿ったご協力をお願いします。

臨時休園等の対応基準
○登園する前の場合（午前６時を目安に判断）
　市が「災害発生情報」または「避難指示」「避難勧告」を発令した場合には、認可保
育施設に対し休園措置を要請します。要請を受けた施設は休園を決定した場合、
速やかに保護者の皆さまに休園を連絡します。
　また「避難準備」「高齢者等避難開始」の発令時には、市は施設に対し状況に応じ
て休園を要請します。施設の立地場所や周辺の道路状況、気象状況等を考慮し、
運営が困難な場合は施設の判断で休園とします。
○登園した後の場合（適宜判断）
　市が「災害発生情報」または「避難指示」「避難勧告」を発令した場合には、認可保
育施設に対し降園措置を要請します。施設は、施設の立地場所や周辺の道路状況、
気象状況等から、お子さまの引き渡し、避難所への誘導、施設での待機等を判断し、
最善策により対応します。
　また「避難準備」「高齢者等避難開始」の発令時には、市は施設に対し状況に応じ
て降園を要請します。施設の立地場所や周辺の道路状況、気象状況等を考慮し、
運営が困難な場合は施設の判断で降園とします。
問竹田市子育て世代包括支援センターすまいる（社会福祉課内）　☎63-4823

自然災害
発生に備え

認可保育施設における臨時休園等の
対応基準の運用が始まります



17 2021年３月発行

大
分
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
養
成
講
座

  
「
い
の
ち
の
電
話
」は
、
自
殺
願
望

な
ど
精
神
的
な
危
機
に
あ
る
人
の
よ

き
隣
人
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
生
ま
れ
た
、
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

  

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」は
、
年
中

無
休
24
時
間
体
制
で
相
談
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
体
制
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
第
38
期
の
電
話

相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

開
講
日　

４
月
６
日
㈫
〜
11
月
24
日

㈬　

毎
週
火
曜
日（
都
合
に
よ
り
曜

日
の
変
更
あ
り
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
大
分
市

府
内
町
１
―

５
―

38
）

募
集
人
員　

50
人（
先
着
順
）

募
集
期
間　

３
月
31
日
㈬
ま
で　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

応
募
方
法　

受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
大
分
い
の
ち
の

電
話（
〒
８
７
０
―

８
７
９
９ 

大
分

中
央
郵
便
局
私
書
箱
23
号
）に
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
受
講
料
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
法
人
大
分
い
の
ち
の
電

話
事
務
局　

☎　
０
９
７
―

５
３
７
―

２
４
８
８

FAX　
０
９
７
―

５
３
７
―

２
４
９
２

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専

門
官
採
用
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）の

受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験

資
格
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
国
家
公
務
員
試

験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

受
付　

３
月
26
日
㈮　

午
前
９
時
〜

４
月
７
日
㈬
ま
で

問
人
事
院
人
材
局
試
験
課　

☎
03
―

３
５
８
１
―

５
３
１
１

（
内
線
２
３
３
２
）

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修

係☎
０
９
６
―

３
５
４
―

６
１
７
１

（
内
線
６
０
４
６
）

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛
生

教
育

日
時　

５
月
12
日
㈬　

午
前
９
時
10

分
〜
午
後
４
時
35
分

会
場　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
会
議
室

ほ
か

受
講
料　

会
員
６
０
５
０
円（
会
員

外
７
１
５
０
円
）と
テ
キ
ス
ト
代
２

７
５
０
円

定
員　

20
人

・
（
一
社
）大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部

☎
０
９
７
４
―

26
―

４
１
１
５

FAX　
０
９
７
４
―

26
―

４
１
４
６

令
和
３
年
度 

前
期
技
能
検
定
試
験

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
た
ち
の

持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
の
基
準
に

よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
技

能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

試
験
は
毎
年
１
回
行
い
、
特
級
、

１
級
及
び
単
一
特
級
の
合
格
者
に
は

厚
生
労
働
大
臣
名
、
２
級
及
び
３
級

の
合
格
者
に
は
都
道
府
県
知
事
名
の

合
格
証
が
交
付
さ
れ「
技
能
士
」と
称

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
期
間　

４
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

・

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎　
０
９
７
―

５
４
２
―

３
６
５
１

FAX　
０
９
７
―

５
４
２
―

０
９
９
６

歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

　

未
就
業
歯
科
衛
生
士
の
皆
さ
ん
、

眠
っ
た
ま
ま
の
資
格
を
も
う
一
度
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
の
職

場
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
歯
科
衛
生
士
会　

☎
０
９
７
―

５
４
５
―

３
２
０
３

（
月
・
水
・
金
の
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
）　

E-m
ail : oita-dh@

road.ocn.ne.jp

たけたんインフォ

ふるさと求人情報
①管理栄養士　１人　16.8～18.9万円　②運転手　２人
18.8～28.2万円　③介護員　１人　17～19.3万円　④総
務・経理事務　１人　14.6～16.1万円　⑤支援員　１人
21万円　⑥タクシー乗務員　２人　13.9～21.4万円
⑦正・准看護師　２人　16.2～21.3万円　⑧塗装工　２
人　14.7～23.1万円　⑨トラック運転手　１人　20万円
⑩厨房職員　２人　14.3～22万円　⑪収穫作業員　２人
14～20万円　⑫職業指導員　１人　15.8～16.3万円

〔パート求人〕（時給）
⑬施設整備　１人　900円　⑭弁当製造販売員　３人　
900円　⑮フロア係　１人　830円　⑯保育士　２人　
1026～1145円　⑰書店販売員　１人　795円　⑱惣菜製
造　１人　792円　⑲ホームヘルパー　１人　1400円
⑳事務補助及び雑務　１人　800～900円　㉑清掃作業員
２人　800～820円　㉒ 看護助手・介護　１人　800～
1200円　㉓ 販売員　３人　800円　㉔ 歯科受付・補助作
業　２人　900～950円
問竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

地元で働いて
みませんか？
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環
境
衛
生

パ
ソ
コ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
よ
り
、
竹
田
市
は
小

型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
認
定
事

業
者
で
あ
る
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
と
、
宅
配
便
に

よ
る
個
人
の
方
の
使
用
済
み
パ
ソ
コ

ン
等
の
無
料
回
収
を
始
め
ま
す
。

①
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
回
収
の
依

頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
段
ボ
ー
ル
等

に
梱
包
し
て
お
け
ば
宅
配
業
者
が
ご

希
望
の
日
時
に
回
収
に
伺
い
ま
す
。

（
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
し
込

み
が
で
き
な
い
場
合
は
電
話
で
の
申

し
込
み
も
可
能
で
す（
０
５
７
０
―

０

８
５
―

８
０
０
）。
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
希
望
の

方
は
市
役
所
に
所
定
の
用
紙
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

②
分
解
し
て
い
な
い
パ
ソ
コ
ン
を
含

む
場
合
、
ひ
と
箱
分
の
回
収
料
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ク
の
な
い
パ
ソ
コ
ン
や
自
作

パ
ソ
コ
ン
も
対
象
で
す
。
プ
リ
ン

タ
ー
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
い
っ
た
周
辺

機
器
も
一
緒
に
回
収
で
き
ま
す（
段

ボ
ー
ル
等
の
規
定
サ
イ
ズ
は
３
辺
合

計
１
４
０
セ
ン
チ
以
内
重
量
20
キ
ロ

グ
ラ
ム
以
下
）

③
個
人
情
報
の
デ
ー
タ
消
去
ソ
フ
ト

を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

④
そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
は
、
所
定
の
料
金
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
リ
ネ
ッ
ト

ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⑤
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

㈱
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の
は

個
人
の
方
に
限
り
ま
す
。

⑥
そ
の
他
、
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン
は
、
各
パ
ソ
コ

ン
メ
ー
カ
ー
が
無
料
で
回
収
し
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が

な
い
場
合
は
有
料
で
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ

推
進
協
会
が
回
収
し
ま
す
。
各
パ

ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
連
絡
先
は「
パ

ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会（
０
３
―

５

２
８
２
―

７
６
８
５
）http://w

w
w

.
pc3r.jp

」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

小
型
家
電
内
の
電
池
や
バ
ッ
テ

リ
ー
に
つ
い
て

　

近
年
、
多
く
の
家
電
製
品
に
は
、

乾
電
池
や
充
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー
が
内

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
抜
き

取
ら
ず
に
ご
み
と
一
緒
に
出
し
て
し

ま
う
と
、
収
集
時
や
破
砕
処
理
時
の

衝
撃
で
発
熱
・
発
火
し
収
集
車
や
処

理
施
設
の
火
災
に
繋
が
り
非
常
に
危

険
で
す
。

　

コ
ー
ド
が
な
く
電
池
や
充
電
式

バ
ッ
テ
リ
ー
で
動
く
小
型
家
電
を
ご

み
に
出
す
際
は
、
内
部
の
電
池
や
充

電
式
バ
ッ
テ
リ
ー
は
取
り
外
し
、
小

袋
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
環
境
対
策
室　

☎
63
―

４
８
２
１

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

　３月。旅立ちの季節です。
　思い返せば１年前の３月は全国の学校が休
校となり、友だちや先生に会えないままお別
れをした子どもたちも多くいたことと思いま
す。その後の１年もコロナ禍で修学旅行が計
画どおりいかなかったり、プールにも入れず、
運動会も縮小して行われたり、友だちと休み
の日に遊ぶことも、部活もイベントも、楽し
い時間がたくさん奪われてしまいました。
　大人も苦しい１年でしたが、子どもたちの
ことを思い、自分のこと以上に胸を痛めた大
人もたくさんいたことでしょう。
　そんな中でも、いつしかマスクをすること
にも、向かい合わず横並びで給食を食べるこ
とにも慣れ、色んな工夫をしながら毎日を楽
しむ子どもたちの心のしたたかさ、しなやか
さには驚かされます。子どもたちはいつもキ
ラキラと輝いています。人と人とのつながり
の大切さやすばらしさを深く感じる力を、誰
よりも子どもたちはもっているのかもしれま
せん。
　コロナ禍でたくさんの不安があります。不
満もあります。それでもこのような状況だか
らこそ、私たち大人は子どもたちに不安な姿
を見せず、今は子どもたちの頑張りを、たく
さんの言葉や表現でほめてあげませんか。
　旅立つ子どもたちには、ありったけの拍手
と「おめでとう」の気持ちを伝えたいものです。
そして、自分のために「おつかれさま」と言葉
にしてみてはどうでしょう。きっと温かな言
葉によって、心に温かな春の訪れを感じるの
ではないでしょうか。
問生涯学習課　☎63-4817

71

温かいことば
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国民健康保険の届出をお忘れなく

国民健康保険の届出をお忘れなく
　職場の健康保険や後期高齢者医療制度などに加入していない人は、すべて国民健康保険に加入しなけれ

ばなりません。次のような場合は、必ず14日以内に保険健康課または各支所市民係で手続きをお願いします。

こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
は
い
る
と
き

他の市町村から転入したとき
（転入届を先に提出してください）

世帯主の印かん
「特定同一世帯所属者異動連絡票」（お持ちの方のみ）
「旧被扶養者異動連絡票」（お持ちの方のみ）

職場の健康保険をやめたとき
（退職・被扶養者からはずれた、
任意継続が切れた等）

健康保険の資格喪失日がわかるもの、世帯主の印かん
　・健康保険の資格喪失証明書
　・任意継続切れによる加入の場合は喪失予定日が保険証に記

載してあれば保険証、記載がない場合は資格喪失証明書
失業保険受給中の方は雇用保険受給資格者証

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村へ転出するとき
（転出届を先に提出してください） 転出する人の保険証、世帯主の印かん

職場の健康保険に入ったとき
（就職・扶養の認定など）

健康保険の資格取得日がわかるもの
　・新しく加入した健康保険の保険証（加入した方全員分）
　・健康保険加入証明書
国保の保険証、世帯主の印かん

その他 就学のため転出するとき 在学証明書、保険証、世帯主の印かん

※お手続きに来られる方は、マイナンバーカード（もしくは通知カードと身分証１点）による本人確認を行っ

ていますので、必ずご持参ください。

※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢者医療制度の被保険者になった方で、以後世帯主が変わる

ことなく、継続してその世帯にいる方のことです。

※旧被扶養者とは、扶養関係にあった被保険者が後期高齢者医療制度へ加入したことにより、国民健康保

険に加入された方（ただし、年齢が 65 歳以上であること）のことです。

■届出が遅れると、保険税は加入の資格を得た月まで遡って納めなければなりません。その間にかかった

医療費は、全額自己負担となります。また、喪失の届け出が遅れ、国保の資格がなくなった後に国保の

保険証を使って診療を受けた場合には、国保が負担した医療費を返還していただくことになりますので、

必ず 14 日以内に手続きをお願いします。

■保険税の計算は市県民税の申告を基に行います。忘れずに申告を行いましょう。

問保険健康課国保・高齢者医療係　☎ 63-1111（内線 177・179）
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３月の休日及び夜間の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈪ 道全内科 ☎63-2270 17㈬ 秦医院 ☎63-2246

２㈫ 志賀内科 ☎63-2083 18㈭ 柚須医院 ☎63-2016

３㈬ 志賀内科 ☎63-2083 19㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

４㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 20㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

５㈮ 柚須医院 ☎63-2016 21㈰ 大久保病院 ☎64-7777

６㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 22㈪ 道全内科 ☎63-2270

７㈰ 大久保病院 ☎64-7777 23㈫ 志賀内科 ☎63-2083

８㈪ 道全内科 ☎63-2270 24㈬ 古島眼科 ☎63-2407

９㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 25㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

10㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 26㈮ 柚須医院 ☎63-2016

11㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 27㈯ 大久保病院 ☎64-7777

12㈮ 加藤病院 ☎63-2338 28㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

13㈯ 大久保病院 ☎64-7777 29㈪ 道全内科 ☎63-2270

14㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 30㈫ 志賀内科 ☎63-2083

15㈪ 道全内科 ☎63-2270 31㈬ 大久保病院 ☎64-7777

16㈫ 志賀内科 ☎63-2083

受付時間　平日夜間　  18：00～21：00　土曜日  13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　  9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧
いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

３／７㈰ 第一歯科大塚（三重町市場） ☎0974-22-6377
３／14㈰ 歯科筑紫医院（久住町久住） ☎0974-76-0024
３／20㈯ 羽田歯科医院（三重町赤嶺） ☎0974-22-0317
３／21㈰ 長湯ごとう歯科（直入町長湯） ☎0974-75-3001
３／28㈰ 市場のはいしゃさん（三重町市場） ☎0974-22-1455
４／４㈰ ふじさわ歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-64-1118
４／11㈰ 羽田歯科医院（三重町赤嶺） ☎0974-22-0317

※竹田市歯科医師会が実施していました当番医院体制は、竹田市歯
科医師会と豊後大野市歯科医師会による輪番体制となりました。

※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも

確認することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

３／６㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
３／７㈰ 豊後大野市民病院
３／13㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
３／14㈰ 豊後大野市民病院
３／20㈯ 豊後大野市民病院
３／21㈰ 豊後大野市民病院
３／27㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
３／28㈰ みやわき小児科
４／３㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
４／４㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　みやわき小児科（☎0974-24-0230）
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8：30～11：30（こども診療所は9：00～12：00）
診療時間　9：00～12：00（三重東クリニックは8：30～12：00）
受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場
合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-
0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、
あらかじめ用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当
番表については、「おおいた医療情報ほっとネット」で公開しています。

休日・夜間の在宅当番医院／健康一直線

【
竹
田
市
の
喫
煙
の
現
状
】

◆
20
〜
39
歳
の
男
性
の
約
５
割
が

喫
煙

◆
全
体
の
53
・
９
％
が
他
人
の
た

ば
こ
で
不
快
な
思
い
を
し
た
こ

と
が
あ
る

　
（
平
成
28
年
県
民
健
康
意
識
行
動
調
査
）

◆
55
・
４
％
の
妊
婦
の
同
居
家
族

に
喫
煙
者
が
い
る

　
（
令
和
元
年
度
妊
娠
届
）

　

朝
起
き
て
…
、
休
憩
中
に
…
、
食

後
に
…
一
服
。
た
ば
こ
に
は「
依
存

性
」と「
習
慣
性
」が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
の
喫
煙
者
の
約
45
％
は
た
ば

こ
を
吸
う
の
を
や
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、『
分
か
っ
て
い

る
け
ど
や
め
ら
れ
な
い
』と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
た
ば
こ
は
約
50

円
値
上
が
り
し
、
健
康
増
進
法
の
改

正
で
原
則
、
屋
内
禁
煙
と
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
喫

煙
者
は
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
な
い
人

と
比
べ
て
、
１
・
５
倍
罹り

患か
ん

し
や
す

い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
大
切

な
家
族
の
た
め
、
そ
し
て
自
分
自
身

の
た
め
に
、
た
ば
こ
を
吸
う
と
い
う

「
習
慣
」を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

喫
煙
が
や
め
ら
れ
な
い
の
は「
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
」と
い
う
病
気
だ
か

ら
で
す
。
禁
煙
を
よ
り
確
実
に
す
る

た
め
に
は
、
医
療
機
関
で
禁
煙
治
療

を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

市
内
で
も
禁
煙
外
来
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。
禁
煙
に

つ
い
て
の
ご
相
談
は
保
険
健
康
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
加
熱
式
た
ば
こ
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
長
期
の
調
査
結
果
が
な
い
た
め
、

有
害
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
状
況

で
す
。

問
保
険
健
康
課　

☎
63
―

４
８
１
０

市民が主役！

健康一直線
  第17回   たばこ習慣にお別れを
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新型コロナウイルス感染防止について
新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力をお願いします。

チケット取り扱い
グランツたけた窓口またはライブポケットにて
※入場料はすべて消費税込
※窓口は9:00～19:00（休館日を除く）
※３歳未満・未就学児入場不可公演は有料託児サービス有（要事前申込）

お問い合わせ
グランツたけた　☎63-4837

ホームページ　http://www.taketa-city.com/glanz/

グランツたけたからのお知らせ

レクチャーコンサートvol. ３
「天才？変わり者？

　モーツァルトを聴いてみよう」
日　時　４月18日㈰　17:30開場 18:00開演
会　場　廉太郎ホール
出　演　仙台フィル・メンバーによる
　　　　弦楽四重奏
入場料　一般1,500円
　　　　高校生以下500円（要学生証）
　　　　※３歳未満入場不可

マダム・バタフライ塾
【竹田版 『マダム・バタフライ』プロジェクト】 参加者募集

　オペラ『蝶々夫人』のモデルといわれている、竹田にゆかりのあ
る二人の女性にスポットを当て、フィールドワークや講座を開催
中です。13日は、長崎市に赴き、二人の女性の足跡をたどりま
す。14日は、講座を通じて感じたことを語り合いましょう。ここ
から「私たちのマダム・バタフライ」がはじまります。
日　程　【長崎フィールドワーク】　３月13日㈯
　　　　【蝶々夫人の過去から現在、そして未来へ】　３月14日㈰
集　合　グランツたけた
講　師　藤原惠洋（九州大学大学院教授）
　　　　中西義昌（北九州市立いのちのた
　　　　び博物館学芸員）
参加料　無料
　　　　※1コマ単位での受講も可能です。

※移動中および現地視察中の行動については、万全のコロナ感染
対策のもと実施します。

※内容については変更になる場合があります

グランツ映画館“玉洗劇場”
『世界でいちばん貧しい大統領

　　　愛と闘争の男、ホセ・ムヒカ』
　名匠エミール・クストリッツァ監督が、南米ウルグアイの第40
代大統領で、質素な暮らしぶりから「世界で最も貧しい大統領」と
も称されたホセ・ムヒカを捉えたドキュメンタリーです。極貧家
庭に育ち、左翼ゲリラとして権力と戦い、13年に及ぶ勾留生活を
経て、大統領として国民に愛されたムヒカの波乱万丈な人生を追
います。
日　時　３月21日㈰　10:00～/14:00～/18:00～
　　　　（１日３回上映、開場は各回20分前）
会　場　キナーレ
入場料　前売　一般　　　1,000円
　　　　　　　高校生以下  500円
　　　　当日　一般　　　1,200円
　　　　　　　高校生以下  600円

【グランツ共催事業】 西みほ 「TAKETAへ」 コンサート
日　時　４月11日㈰　15:30開場　16:00開演　 会　場　キナーレ
入場料　前売2,000円（当日500円増）　※未就学児無料

第22回別府アルゲリッチ音楽祭
地域拠点コンサート in たけた
三浦謙司 ピアノ・リサイタル
日　時　５月21日㈮　18:30開場19:00開演
会　場　廉太郎ホール
出　演　三浦謙司（ピアノ）
入場料　一般3,000円　市民価格2,000円
チケット発売　３月21日㈰　10:00～

市民企画応援プロジェクト グランツまるごとフィットネス
日 時　３月７日㈰　11:00 ～ 17:00
　　　　（１コマ約１時間、全 15 プログラム）
会 場　キナーレ、創作広間、和室

三浦謙司
©Jeremy Knowles

グラバー邸
提供：（一社）長崎県観光連盟

　昨年 10 月から展開してきた、大分ゆかりのプロの音楽家企画の公募コンサートを実施する「竹田版アーティス
ト支援事業」フィナーレとして、竹田の全ての町に生の音楽を届ける音楽祭を開催します。

グランツ春の音楽祭竹田版アーティスト支援事業
０歳から入場可　入場無料

■サクソフォンとピアノによる湯けむりコンサート　～お風呂上がりに１曲どうぞ～
出演　前田直哉(サクソフォン)、大橋奈菜（ピアノ）
出前コンサート in 直入
日時　３月22日㈪　14:00開演
会場　クアパーク長湯

出前コンサート in 荻
日時　３月23日㈫　14:00開演
会場　荻の里温泉

■久住に“モーツァルト”がやってきた！
日時　３月27日㈯　15:00開演　　会場　くじゅうサンホール
　2021年に没後230年を迎える作曲家、W.A.モーツァルト（1756-1791）。
　生まれ故郷・ザルツブルグを彷彿とさせる久住の大自然とともに、弦楽、歌、管楽器、ピアノ、合唱、
さまざまなモーツァルトの世界をお楽しみください。

■ファイナル・ガラ・コンサート　グランツ春の音楽祭 in 廉太郎ホール
日時　３月28日㈰　15:00開演　　会場　廉太郎ホール
　2020年10月より始まった竹田版アーティスト支援事業のファイナル・ガラ・コンサート！
　大分ゆかりのアーティストがグランツたけたに集結。
　新しい時代に想いを寄せた豪華プログラムとともに、フィナーレを迎えます。
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市長コラム
〈第138回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　

３
期
12
年
を
振
り
返
る
の
は
来
月
号
に
委
ね
る

と
し
て
。
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
必
要
な
政
策
の

実
践
で
あ
る
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
市
民
と
の
や
り
取
り
が

あ
る
。
そ
れ
は
あ
る
日
の
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

と
の
会
話
で
あ
る
。「
運
転
手
さ
ん
の
売
り
上
げ

で
大
き
い
の
は
観
光
客
か
ら
の
も
の
で
す
か
ね
」

と
い
う
私
の
問
い
に
、
彼
は
こ
う
答
え
た
。「
い
や
。

最
近
は
電
車
を
利
用
し
て
竹
田
に
来
ら
れ
る
と
い

う
人
も
減
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
カ
ー
で
す
よ

ね
。
と
き
ど
き
久
住
高
原
や
長
湯
温
泉
に
走
ら
せ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番
は
病
院
通

い
や
市
役
所
に
用
事
の
あ
る
お
年
寄
り
か
ら
の
収

入
で
す
」と
。
私
は
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。「
や

は
り
そ
う
か
」と
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
朝
の
登

庁
時
に
市
役
所
に
停
ま
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
の
中

に
は
、
い
つ
も
お
年
寄
り
が
乗
っ
て
い
る
。
時
々

顔
見
知
り
の
方
が
お
ら
れ
る
と
、「
今
日
は
年
金

の
相
談
で
来
ま
し
た
」と
か「
印
鑑
証
明
を
取
り
に

来
た
」と
か
言
う
人
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
ん
な
人
た

ち
は
決
し
て
市
役
所
の
近
く
で
は
な
い
。
宮
砥
や

嫗
岳
か
ら
市
役
所
に
来
る
に
は
、
か
な
り
の
時
間

と
タ
ク
シ
ー
代
が
か
か
る
。
そ
れ
は
各
支
所
に
お

い
て
も
大
差
な
い
の
だ
。

　

４
年
前
に
、
市
内
の
医
療
機
関
の
先
生
方
と
お

話
し
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
る
若
手
の
先
生
か

ら
お
願
い
さ
れ
た
。「
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
病

院
に
来
ら
れ
る
。
簡
単
な
診
療
と
薬
を
も
ら
い
に

来
ら
れ
る
ん
で
す
が
、
病
院
で
必
要
な
時
間
は
１

時
間
足
ら
ず
。
お
金
も
千
円
未
満
。
だ
け
ど
タ
ク

シ
ー
代
は
４
千
円
だ
と
言
う
ん
で
す
。
医
者
の
立

場
か
ら
し
て
も
、
あ
ま
り
に
気
の
毒
で
申
し
訳
な

い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
何
と
か
い
い
方
法

は
な
い
の
で
す
か
ね
」と
。
先
の
会
話
を
裏
付
け

る
よ
う
な
話
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
竹
田
市
で
は『
く
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
』を
活
用
し
た
り
、
地
域
交
通
の
竹
田

市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー（
カ
モ
シ
カ
号
）を
運
行

し
た
り
な
ど
の
対
応
策
を
打
っ
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
、
こ
の
カ
モ
シ
カ
号
は
今
か
ら
３
年

前
に
試
験
運
行
を
始
め
、
平
成
30
年
10
月
か
ら
本

格
運
用
に
移
行
し
た
。
バ
ス
路
線
の
廃
止
に
伴
い

竹
田
南
部
を
対
象
エ
リ
ア
で
運
行
を
始
め
た
が
、

そ
の
エ
リ
ア
だ
と
タ
ク
シ
ー
代
金
は
片
道
３
千
円

か
ら
４
千
円
と
な
る
。
そ
れ
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
を
活
用
す
る
カ
モ
シ
カ
号
だ
と
４
１
０
円
か

ら
５
１
０
円
と
格
安
で
乗
車
で
き
る
と
い
う
仕
組

み
で
あ
る
。
し
か
も
、自
宅
か
ら
病
院
や
ス
ー
パ
ー

な
ど
目
的
の
場
所
を
ダ
イ
レ
ク
ト
で
結
べ
る
か
ら

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
大
好
評
の
よ
う
だ
。
タ
ク

シ
ー
協
会
に
は
年
間
９
百
万
円
ほ
ど
で
業
務
委
託

を
し
て
い
る
が
、
協
会
側
に
と
っ
て
も
安
定
収
入

に
な
る
し
、
市
に
と
っ
て
も
こ
の
経
費
に
過
疎

債
ソ
フ
ト
を
充
当
し
て
い
る
か
ら
実
質
負
担
は

３
百
万
円
に
満
た
な
い
の
だ
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

支
え
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
や
さ
し
く
接
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
感
謝
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、年
々

高
齢
者
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
利
用
者

は
一
月
往
復
で
３
百
人
に
達
し
、
増
加
傾
向
に
あ

る
と
い
う
の
も
嬉
し
い
現
象
で
あ
る
。

　

課
題
と
す
れ
ば
、
こ
の
成
果
を
他
の
地
域
に
も

導
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

地
域
の
特
性
や
交
通
ニ
ー
ズ
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、

展
開
も
検
討
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
気
に
な
る
の
が
買
い
物
難
民
と
呼

ば
れ
る
方
々
へ
の
救
済
策
で
あ
る
。

　

カ
モ
シ
カ
号
の
シ
ス
テ
ム
を
展
開
で
き
る
エ
リ

ア
で
あ
れ
ば
問
題
は
解
決
で
き
る
が
、
そ
う
で
な

け
れ
ば
移
動
販
売
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
を
考
え
る

べ
き
か
な
、
と
。
す
で
に
市
内
各
地
で
、
地
域
内

の
商
店
の
方
が
見
守
り
を
兼
ね
て
巡
回
し
て
く
れ

て
い
る
と
い
う
。

　

ぜ
ひ
と
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
で
高

齢
者
の
皆
さ
ん
を
救
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

行
政
も
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
方
針
だ
か

ら
。

ど
う
し
て
も
気
に
か
か
る
高
齢
者
対
策

３
期
12
年
の
最
終
盤
を
迎
え
て
課
題
に
思
う
こ
と

←利用者の皆さんに大
好評のカモシカ号
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日
本
さ
く
ら
の
会

「
宝
く
じ
桜
寄
贈
事
業
」

　

１
月
31
日
、
入
田
地
区
活
性
化
事

業
推
進
協
議
会
の
主
催
で
、「
入
田

地
区
さ
く
ら
植
樹
祭
」が
牧
の
城
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
牧
の
城
公
園

は
、
津つ

が

む

れ

賀
牟
礼
城
に
拠
っ
た
入
田
氏

の
支
城
で
、
遠
く
祖
母
傾
山
系
、
阿

蘇
五
岳
や
く
じ
ゅ
う
連
山
な
ど
も
見

渡
せ
る
こ
と
か
ら
、
狼の
ろ
し煙
台だ
い

と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

植
樹
祭
に
は
地
元
自
治
会
や
祖
峰

小
学
校
の
児
童
、
保
護
者
ら
が
参
加

し
ま
し
た
。
公
益
財
団
法
人
日
本
さ

く
ら
の
会
の「
宝
く
じ
桜
寄
贈
事
業
」

に
よ
り
若
木
の
提
供
を
受
け
、
地
域

の
企
業
や
さ
く
ら
塾
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
河か
わ

津づ

桜ざ
く
ら

を
は
じ
め
、
佐
野
藤

右
衛
門
二
代
が
復
活
さ
せ
夢
が
ひ
ろ

が
る
兼
六
園
菊
桜
、
子こ

福ぶ
く

桜ざ
く
ら

、
京
都

平
野
神
社
発
祥
の
衣
笠
、
二
期
咲
き

桜
な
ど
の
由
緒
あ
る
桜
が
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。
牧
の
城
公
園
を
中
心
に
桜

の
里
づ
く
り
を
め
ざ
す
入
田
地
区
に

４
０
０
本
が
植
樹
さ
れ
、
今
後
、
９

月
下
旬
か
ら
５
月
頃
ま
で
９
か
月
咲

き
誇
り
ま
す
。

　

２
月
３
日
、
高
知
県
仁に

淀よ
ど

川が
わ

町
ち
ょ
う

か
ら
提
供
さ
れ
た「
宇
宙
ひ
ょ
う
た

ん
桜
」の
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

直
入
小
学
校
体
育
館
で
式
典
が
行
わ

れ
児
童
が
出
席
し
た
ほ
か
、
宇
宙
桜

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
一

般
財
団
法
人
ワ
ン
ア
ー
ス
長は

谷せ

川が
わ

洋よ
う

一い
ち

代
表
、
大お
お

野の

敏と
し

光み
つ

顧
問（
桜
守
・

仁
淀
川
町
観
光
特
使
）、
松ま
つ

林ば
や
し

眞ま
さ

弘ひ
ろ

淡
路
島
キ
ャ
ン
パ
ス
学
長

ら
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま

し
た
。

　

宇
宙
桜
は
、
日
本
各
地
の
名

桜
の
種
を
集
め
、
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
・
エ
ン
デ
バ
ー
号
で

打
ち
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
っ
て
誕
生
し
た
桜
で
、
若
田

光
一
宇
宙
飛
行
士
と
と
も
に
地

球
を
４
１
０
０
周
し
ま
し
た
。

種
の
発
芽
率
は
わ
ず
か
１
〜

２
％
。
ひ
ょ
う
た
ん
桜
も
２
０

０
粒
の
う
ち
４
粒
し
か
発
芽
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
般
財
団
法
人
ワ
ン
ア
ー
ス
は
、

「
き
ぼ
う
の
桜
計
画
」と
し
て
、
宇
宙

桜
を
東
日
本
大
震
災
の
津
波
到
達
点

上
に
植
樹
し
、
記
憶
の
継
承
と
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

権
現
山
に
植
樹
さ
れ
た
桜
は
、
４

年
ほ
ど
で
開
花
す
る
そ
う
で
す
。

ひ
ょ
う
た
ん
桜

　

高
知
県
仁
淀
川
町
に
咲
く
、
県
の

天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

古
木
。
樹
齢
約
５
０
０
年
、
樹
高
は

20
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
ま
す
。
地

元
の
小
学
生
た
ち
で
集
め
た
種
が
、

２
０
０
８
年
に
宇
宙
を
旅
し
ま
し
た
。

入田に400本の桜／「宇宙ひょうたん桜」直入権現山公園に

入
田
に

400
本
の
桜

千
年
先
ま
で
歴
史
を
見
守
る

  「
宇
宙
ひ
ょ
う
た
ん
桜
」

直
入
権
現
山
公
園
に

↑「記念樹」を合唱

↑「育つ様子を見守って、きれいに咲いてくれるとうれ
しい」と児童ら↑兼六園菊桜

↑式典の様子
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丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

か
ら
山
地
の
林り
ん

内な
い

の
半は
ん

陰い
ん

地ち
（
う
す
日
が
少
し
射さ

し
込こ

む

木こ

陰か
げ

）に
生
育
す
る
高
さ
50
㌢
ほ

ど
の
多
年
草
で
す
。
茎く
き

は
赤
み
を

帯お

び
、
基き

部ぶ

に
は
薄う
す

い
数
個
の
さ

や
状じ
ょ
う

に
な
っ
た
葉
に
包つ
つ

ま
れ
て
い

ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
小し
ょ
う

群ぐ
ん

落ら
く

を
つ
く
り
ま
す
。

　

上
部
に
つ
く
先
の
と
が
っ
た
互ご

生せ
い

の
数
個
の
葉
は
長ち
ょ
う

卵ら
ん

形け
い

で
、
ふ

ち
に
は
鋸き
ょ

歯し

は
な
く
、
や
わ
ら
か

い
感か
ん

じ
で
波な
み

う
っ
て
い
ま
す
。
葉

に
は
５
～
９
本
の
葉よ
う

脈み
ゃ
くが
あ
り
目

立
ち
ま
す
。
大
き
さ
は
長
さ
15
㌢
、

幅
が
７
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

春
の
頃
、
葉
の
わ
き
か
ら
糸い
と

状じ
ょ
う

の
細ほ
そ

く
て
長
い
花か

柄へ
い

を
下
に
垂た

ら

し
、
そ
の
先
に
淡た
ん

緑り
ょ
く

色し
ょ
くの
十じ
ゅ
う

字じ

状じ
ょ
う

の
４
弁べ
ん

花か
（
が
く
片へ
ん

で
す
）を
咲
か

せ
ま
す
。
が
く
片
は
う
し
ろ
に
反は
ん

曲き
ょ
くし
、
ふ
ち
は
外そ
と

側が
わ

に
巻ま

き
込
ん

で
い
ま
す
。
突つ

き
出
る
雄お

し
べ
は

オ
レ
ン
ジ
色
で
す
。

　

和
名
の
由
来
は
全
体
に
や
さ
し

い
姿す
が
た

を
し
て
い
て
、
葉
が
有ゆ
う

毒ど
く

で

な
め
る
と
舌し
た

が
割わ

れ
る
ほ
ど
ピ
リ

ピ
リ
す
る
の
で
舐な

め
割
り
が
転て
ん

訛か

し
て
姫ヒ
メ

舐ナ
ベ

割ワ
リ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
里
山
の
社し
ゃ

叢そ
う

林り
ん

の
林

内
や
祖
母
山
系
の
落ら
く

葉よ
う

樹じ
ゅ

林
内
で

観
察
さ
れ
ま
す
。
例れ
い

外が
い

的て
き

に
個
体

が
多
い
自じ

生せ
い

地ち

も
あ
り
ま
す
が
、

普
通
山
地
で
は
少
な
い
植
物
で
す
。

花
期
は
４
月
か
ら
５
月
で
す
。 阿孫  久見

ヒメナベワリ（ビャクブ科）
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